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© Data Science Institute 69

▪e-Statデータを用いた具体的な事例分析演習

◼ e-Statとは、膨大な統計データが含まれているオープンデータ（https://www.e-stat.go.jp/）

◼ 人口統計、金融情報などが一目瞭然のデータとして提供されています。

総務省統計局：https://www.stat.go.jp/info/guide/public/kouhou/index.html

今回はどの市町村に小売業者を増やしたら良いのかを考えてみます
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© Data Science Institute 

e-Statの操作方法

70  

e-Statで国勢調査を検索します。 

e-Stat 政府統計総合窓口 

【URL】 

https://www.e-stat.go.jp/ 
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© Data Science Institute 71

▪e-Statデータの使用方法

クリック

 

今回は各市町村における1人あた

りの所得額と、その地域にある小

売業者数を調べることで、どこの

地域で新しい店舗を開くかを判断

するために分析します。そのため

にまずは「地域」をクリックしま

す。 
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© Data Science Institute 

クリック

▪e-Statデータの使用方法

72

①

②

 

先に、「市区町村データ」をクリ

ックし、「データ表示」をクリッ

クします。 
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© Data Science Institute 

クリック

今回は特別区を除外

▪e-Statデータの使用方法

73

① ②

 

今回は特別区を除外したいので、

絞り込みで「特別区」をクリック

しチェックを外してから、「実

行」をクリックします。 

 

 

スライド 74 

© Data Science Institute クリック

▪e-Statデータの使用方法

74

①

②

 

今回は全ての地域を対象としたい

ので、「全て選択」をクリックし

てから、「確定」をクリックしま

す。 
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© Data Science Institute 

リストから経済基盤を選択

75  

今回は各地域の1人あたりの所得

額を知りたいので、「経済基盤」

を選びます。 
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© Data Science Institute 

課税対象所得、納税義務者数、
事業者数（小売業）をCtrlで選択

クリック

クリック

76

①

②

 

「課税対象所得」と「納税義務者

数」を選んで、「項目を選択」を

クリックします。スクロールを下

に動かすと、「事業所数（小売

業）」があるので、それをクリッ

クして、「項目を選択」をクリッ

クします。右側のボックスに「課

税対象所得」、「納税義務者

数」、「事業者数（小売業）」が

入っているのを確認して、「確

定」をクリックします。 
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© Data Science Institute 

2014年度に変更 クリック

クリック

77

①

②

 

右上の「ダウンロード」をクリッ

クし、「XLSX形式」にし、「桁

区切りを使用しない」をクリック

し、「ダウンロード」をクリック

します。このとき、ダウンロード

は時間がかかるので、少々お待ち

ください。 
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© Data Science Institute 

ここまでを
選択してコピー

78  

ダウンロードされたファイルを開

き、「シート1」のデータをコピ

ーし、新しいブックに貼り付けま

す。 
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© Data Science Institute 

注釈列削除

79  

貼り付けた先でデータの加工をし

ます。元のデータで加工をせず

に、元データからはデータをコピ

ーして使うと良いです。「注釈」

の列が不要ですので、削除しま

す。 
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© Data Science Institute 

ここまでを
選択してコピー

80  

続いて、元のデータがあるファイ

ルの「シート9」をクリックし

て、一列だけを選択してコピーし

ます。 
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© Data Science Institute 

一人あたりの
所得を算出

81  

先ほどのブックにデータを貼り付

けます。貼り付けたあとは、一人

あたりの所得を算出したいので、

列を挿入し、スライドのように計

算式を入れます。 
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© Data Science Institute 

右下を
ダブルクリック

下まで一気に
計算してくれる

82  

すべての行で計算をさせます。こ

れで各市町村の一人あたりの所得

額が算出できました。 
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© Data Science Institute 

列名を一人あたりの所得とする

全て選択
ユーザー設定の並び替え

83  

一人あたりの所得額で並び替えを

行うと、一人あたりの所得額が大

きい市町村がわかります。そのと

き、同時に小売業の事業所数がわ

かります。 
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© Data Science Institute 

◼ データから、市町村ごとの一人あたりの課税対象所得がわかった

◼ 2014年データだが小売業所数がわかった

◼ 小売業所数が少なく、かつ一人あたりの所得が大きいところで開店する？

◼人口が関連している可能性が考えられるため、人口データをe-statから取得

▪e-Statの分析結果

84  

先ほどのデータから、一人あたり

の所得額が大きい市町村および小

売業者の各市町村の数が分かった

ので、どこで小売業をだすかを考

えても良いですが、小売業数は各

市町村の人口の影響を受けている

かもしれないので、各市町村の人

口をe-Statから取得します。その

場合は、先ほどと同様、e-Statの

最初の画面にて「地域」→「市町

村」→「データ表示」として、ス

ライドのように、今度は「人口・

世帯」を選んで、男女の総人口を

選択し、ダウンロードをします。 
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© Data Science Institute 

必要なデータだけをコピペ

邪魔なデータの削除をしていく

フィルタを使うと便利

85  

ダウンロードを終えたら必要な列

だけをコピーして、ブックに貼り

付けます。これからしっかり分析

をしていくため、邪魔なデータを

削除していきます。その際にフィ

ルタを使うと便利です。 
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© Data Science Institute 

ほかの列にも数値以外のセルがないか確認
あったら削除

あとは行を選択して削除

86  

フィルタを使って、変なデータが

あるところのみを表示し、その行

を削除していけば、邪魔なデータ

が消されたデータだけになりま

す。 
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© Data Science Institute 

緑のマークはエラー
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たとえば、「一人あたりの所得」と「人口（男性）」で散布図をつくるとこのような変な図になる

エラーを直しておかないと挙動がおかしくなる

87  

邪魔なデータが消えましたが、エ

ラーになっている数値の部分があ

ります。これをこのまま使用して

分析すると思わぬエラーがでます

ので、緑のマークのセルのエラー

を直します。 

 

 



スライド 88 

© Data Science Institute 

「１」という数字をどこかのセルにうち、コピペをする
その際「形式を選択して貼り付け」とし、

乗算（または除算）で貼り付けるとなおる

緑色が消えればエラー修正完了

88  

今回は数値データが文字として認

識されているようなので、どこか

のセルに1を打って、その1をコピ

ーして、緑のマークのセルを選択

して、「形式を選択して貼り付

け」にし、「乗算」または「除

算」にして貼り付けると緑のマー

クが消えます。 
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© Data Science Institute 
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「一人当たりの課税対象所得」を横軸に
それぞれ図のタイトルを縦軸にとった散布図3つ作成

小売業所数は、
一人当たりの所得と関係なさそう

r = 0.25 r = 0.3 r = 0.3

89

一人当たりの所得は、男女別の人口とあまり関係なさそう

それぞれの2つの関係性は高くなさそう
しかし、3つの図は形がよく似ている

 

「一人あたりの所得額」と、それ

ぞれ「小売業所数」、「男性の総

人口」、「女性の総人口」で散布

図を作成すると、同じような形に

なります。これはつまり、論理学

的に考えるとA（一人あたりの所

得額）とB（小売業）の関係の形

と、AとC（総人口）の形が似て

いるので、それはすなわち、Bと

Cの関係は近い関係かもしれない

と考えることができます。 
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© Data Science Institute 
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小売業所数は人口に比例して各市町村に存在していることがわかった。
ここから、人口が少な目で、かつ一人あたりの所得が大きい市町村に

高級志向の商品を入れるようにしてはどうだろうか、と仮説をたてて、追加で分析するのが分析の流れ

ここでは、現データから人口がどのくらいであったら、
どのくらいの小売業所数があるのか予測式をたててみる

r = 0.96

90

男女の人口を合算し、市町村ごとの総人口算出
小売業所数を横軸に、総人口を縦軸にした散布図作成

 

実際に、男女の人口を足し合わせ

て「総人口」という列を作成し、

それと「事業所数」で散布図を作

ると、強い関係性がありそうな散

布図ができます。今回は回帰分析

を使いたいので、人口がどのくら

いだったら、どのくらいの小売業

所数があるのかの予測式を作って

みます。 
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© Data Science Institute 

現データから人口がどのくらいであれば、その市町村に
小売業所数がどのくらいになるかを、今後予測したい目的で、

その予測式を回帰分析を用いて算出する

91  

「事業所数」と「総人口」の2列

を新しいシートに貼り付けて、

「データ分析」から「回帰分析」

を選択し、「Yに事業所数」、「X

に総人口」を選択し、回帰分析を

実施します。 

スライド 92 

© Data Science Institute 

回帰統計

0.960409重相関 R

0.922386重決定 R2

0.92234補正 R2

391.5481標準誤差

1717観測数

上限 95%下限 95%P-値t 標準誤差係数

79.908440.451442.66E-095.98291210.0586360.17992切片

0.0073590.007160142.76365.09E-050.00726総人口

決定係数の大きさ（補正R2）
自由度調整済み決定係数＝0.922

回帰式：小売業所数＝60.18＋0.007×総人口

⇒ 回帰式により約92.2％説明できる

92  

とても高い精度で、総人口から小

売業所数が分かり、今後総人口か

ら小売業所数を予測できるように

なりました。実際に各市町村の人

口を X に入れて、小売業数を予測、

実際に小売業数が、予測より少な

い市町村があれば、人口に対して

少し小売業数が少ない市町村が発

見でき、その市町村にて小売業を

開始すれば、競合他社が多すぎる

というリスクは回避できます。 
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© Data Science Institute 

回帰統計

0.960409重相関 R

0.922386重決定 R2

0.92234補正 R2

391.5481標準誤差

1717観測数

上限 95%下限 95%P-値t 標準誤差係数

79.908440.451442.66E-095.98291210.0586360.17992切片

0.0073590.007160142.76365.09E-050.00726総人口

決定係数の大きさ（補正R2）
自由度調整済み決定係数＝0.922

回帰式：小売業所数＝60.18＋0.007×総人口

⇒ 回帰式により約92.2％説明できる

係数がとても小さいのは、データが400万人など大きいため、係数がかなり小さい

93  
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© Data Science Institute 

政府統計データの活用～jSTAT MAP編～

94  

 

スライド 95 

© Data Science Institute 

jSTAT MAPを用いたデータ分析結果の可視化演習

◼ jSTAT MAPは、都道府県、市区町村、小地域（町丁・字）、メッシュ毎の統計の
結果を地図上に表示することで、視覚的に統計データを把握することができるシス
テム

総務省統計局：https://www.e-stat.go.jp/gis/gislp/

95  

 



スライド 96 

© Data Science Institute 

◼ ホームセンターの新規店舗を建てたいと考えているとする

◼ まずはe-Statにてホームセンターの情報を集めてみる

jSTAT MAPを用いたデータ分析結果の可視化演習

96  
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© Data Science Institute 

◼ jSTAT MAPではログインの有無で使用できる機能に違いがある

jSTAT MAPを用いたデータ分析結果の可視化演習

97  

jSTAT MAPではログインできる

ようにしているか否かで出来るこ

とに違いありますので、ログイン

して使えるようにしておくと便利

です。 
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© Data Science Institute 

jSTAT MAPを用いたデータ分析結果の可視化演習

98  

先ほど小売業と広い定義でした

が、今回はより明確にホームセン

ターとしてまずはe-Statでどこの

地域で新規店舗を立ち上げるかを

決めます。 
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© Data Science Institute 99

検索条件を追加していく

 

検索から使用する場合は、上の

「選択条件」に条件を追加してい

くことで、欲しいデータを表示さ

せます。 
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© Data Science Institute 100

条件の追加は左のメニューから可能

 

今回はまず新規ホームセンターを

どこの都道府県で立ち上げるかを

決めるので、ホームセンターが選

択条件に入っているうえで、下の

「都道府県」をクリックします。 
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© Data Science Institute 101

一つに絞られたので、クリック

 

その結果、先ほどはデータが三種

類ありましたが、検索結果が1つ

に絞られたので、項目をクリック

します。 
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条件追加
販売額と店舗数

クリック

 

そうするとまたどのデータを表示

するのか決められるので、「販売

額」と「店舗数」をクリックし、

「商業動態統計調査」をクリック

します。 

 

スライド 103 

© Data Science Institute 103

クリック

 

「月次」というデータがあるよう

なので、それをクリックします。 
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© Data Science Institute 104

クリック

 

色々な統計表が表示されますが、

その中のホームセンター販売の

「DB（データベース）」をクリ

ックします。 
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クリック
ここで店舗数に変更可能

このデータに対して
各都道府県で
棒グラフを作成

 

各都道府県で店舗数がどうなって

いるのかを調べたいので、表章項

目で「店舗数」が入っていること

を確認して、「ダウンロード」で

全てダウンロードします。そうす

ると、スライドのように販売額と

店舗数がダウンロードされます。 

 

 

スライド 106 

 

各都道府県の各年度における店舗

数で棒グラフを作成すると、大阪

府だけ、増加傾向であることがわ

かります。2018年度までのデータ

ですが、増加傾向であるというこ

とは、新規店舗を出しても良いか

もしれません。減少になっている

場合は、そこに新規店舗を出すリ

スクが高いと思われるので、変化

なしか増加傾向のところにしよう

と今回は決めます。 
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大阪府に決めましたが、実際に大

阪府のどこに店舗を出すかを決め

たいので、jSTAT MAPを使っ

て、具体的な新規店舗候補地の周

辺にどのくらいの人口があるかを

調べることで、どのくらいの範囲

に広告戦略を実施して、どのくら

いの売上が見込めるかを考えま

す。 
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jSTAT MAPを起動するとGoogle

マップのように使用できます。ま

ず検索に「大阪」と入れて大阪を

表示させましょう。 
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今回はホームセンターであるた

め、中心地の電車での移動範囲よ

りは、車での移動範囲あたり、郊

外の方が良いか、ということで画

面の泉佐野、岸和田、泉大津高石

として、候補地をどこにするかを

決めます。 
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「統計地図作成」の「統計グラフ

作成」を選択し、「国勢調査」、

「各市町村」、「男女別人口」を

選び、右側のチェックを全てい

れ、「指標選択」をクリックしま

す。 
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「集計単位」を「市区町村」と

し、「画面表示範囲」をクリック

して、「集計開始」をクリックす

ると、画面表示範囲の細かい地域

での人口分布が見れます。赤いと

ころが人口が多いので、どうやら

岸和田市の人口が多いようにみえ

るので、岸和田市にて新規店舗を

出すこととします。 
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岸和田市で新規店舗を出せるとこ

ろを調べてみたら、候補地が選ば

れました（今回この候補地は分析

結果ではなく岸和田市の不動産に

連絡して得た情報だと仮定しま

す）。その候補地の周辺の人口が

どうなっているかをjSTAT MAP

で表示していきます。 
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画面の位置が指定された候補地だ

としたときに、ここを中心に車で

20分で来られる範囲を表示させ

て、その範囲の人口を出していき

ます。 
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思いのほか広い範囲になりまし

た。この範囲は、時速40キロで20

分で来られる範囲としましたが、

あくまで目安程度なので、日中の

混む時間や信号で結構時間が変わ

るので、範囲のギリギリから今回

の店舗に来る場合は40分程度かか

る可能性が考えられますので、目

安程度です。 
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店舗の周辺は人口が少ないことが

分かりましたが、すぐそこの人口

が多いです。色々な考察がここで

可能です。 
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実際に店舗の周辺の人口分布の細

かいところが知りたいので、リッ

チレポートを使用して、画面に色

分け表示だけでなく、実際にどの

くらいの人が住んでいるかをエク

セルデータで出してみます。 
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ダウンロードできたデータでは、

小円、中円、大円としてデータが

出せました。この円はそれぞれ先

ほど選んだ、エリア1（車で5

分）、エリア2（車で10分）、エ

リア3（車で20分）で分けてデー

タが出せました。 
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年齢別のデータで 1，2，3 とエリ

アごとで算出されたので、実際に

この候補地で新規店舗を出しても

大丈夫かどうか、出すならばどの

年齢層が多いのかを知ることで、

どんな商品を取り扱うのが良いの

かを考察することができます。ま

たその地域の事業所数も出るの

で、競合他社がどのくらいいるの

かも調べられます。 
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